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満
糊
大
豆
D
賞
展

満
洲
大
豆
の
費
展

江

{恒

頭

治

滴
洲
大
立
の
起
源

大
一
旦
白
原
産
地
は
東
岨
犬
陸
。
南
部
地
方
と
い
は
れ
て
ゐ
る

が
J

支
那
で
も
早
く
か
ら
そ
の
栽
培
が
行
は
し
も
O

L
如
〈
、

「
詩
ち
を
初
め
と
し
て
「
管
ち
ゃ
「
呂
氏
春
抗
日
等
に
「
攻
」

に
つ
い
て

O
記
載
が
あ
る
ロ
「
夜
」
と
は
豆
類
の
汎
稿
で
あ
る

が
、
小
一
世
に
は
別
に
「
苓
」
と
い
ふ
稽
呼
が
あ
っ
た
左
己
る
か

ら
、
事
ら
大
豆
の
意
に
用
び
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
恥

か
く
て
我
々
は
春
秋
、
戦
園
以
前
、
恐
ら
く
は
股
代
に
於
て

肢
に
大
一
足
が
栽
培
せ
ら
れ
、
五
穀
、
九
穀
、
若
〈
は
百
穀
白
一

と
し
て
、
重
要
な
困
民
食
料
と
な
っ
て
ゐ
た
E
3己
主
知
り
得
る

が
、
そ
の
主
た
る
栽
培
地
は
支
那
で
も
北
部
地
方
、
今
の
南
浦

洲
に
接
近
せ
る
地
方
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
印
ち
『
寂
産
般

北
地
」
と
い
は
れ
aw

般
の
北
地
と
は
山
戎
の
膳
居
せ
し
地
方
で

あ
り
、
遼
東
白
地
を
指
す
も
の

L
如
く
で
あ
る
。

然
的従

壁2
K 甫
悪漏
れ洲
、地

そ方
のは
耕古
作 〈
泊三 よ
行り
は大
れ豆
て栽
ゐ培
たに
もと
ι〉 てコ
とて
考は
へ自
p予三品

満曲調査課、世界粧済界に於げる大豆白地位(荷臨調査資料第124編)3頁。
詩盟大雅生民筒 3) 管子地閏篇 4) 自民春秋審時縄 5) 向上。
零槙農書 7) 蘇家築、中国贋阜地圃誌

第
五
十
一
巻

七

帯
三
焼

O 
六

ね
ば
友
ら
血
。

以
上
白
如
〈
満
洲
に
於
け
る
犬
豆
栽
培
の
起
源
は
極
め
て
古

〈
、
恐
ら
〈
遼
河
流
域
に
生
活
せ
し
民
族
が
農
耕
を
知
る
と
同

時
に
と
の
こ
と
も
始
め
ら
れ
、
狩
猟
乃
至
牧
畜
の
傍
ら
大
一
旦
白

栽
培
を
も
試
み
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
白
後
漢
民
族
が
徐

々
に
満
洲
に
移
住
し
来
り
、
殊
に
遼
河
流
域
は
平
く
よ
り
農
業

地
帯
化
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
己
の
地
方
に
於
て
は
浦
入
乃
至

漢
人
の
手
に
上
っ
て
犬
豆
栽
培
の
と
と
も
吠
第
に
盛
に
行
は
れ

る
や
う
に
在
っ
た
に
相
違
な
い
ロ

と
は
い
ふ
も
の
A
、
そ
の
後
数
子
年
に
亙
る
久
し
き
の
問
、

犬
豆
栽
埼
の
目
的
は
た

y
皐
に
自
家
用
品
白
生
産
、
邸
ち
大
豆

の
佳
食
料
中
飼
料
と
し
て
用
ふ
る
の
外
、
或
は
豆
腐
に
製
し
、

或
は
醤
、
醤
油
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
に
止
っ
た
か
ら
、

そ
の
生
産
額
も
少
く
、
勿
論
、
商
品
と
し
て
の
意
味
は
有
し
得

た
か
っ
た
。
大
豆
の
栽
培
が
盛
に
行
は
れ
る
や
う
に
た
っ
た
の

は
、
そ
れ
が
商
品
と
し
て
の
債
値
を
有
す
る
に
至
っ
た
以
後
で

)

)

)
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あ
る
。
太
一
豆
一
が
本
格
的
友
商
品
と
し
て
責
ら
れ
る
や
う
に
な
っ

た
の
は
、
さ
う
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
古
〈
ー
と
も
一
世
紀
以
上

は
遡
り
得
ま
い
。
以
下
、
満
洲
夫
豆
が
如
何
に
し
て
商
品
化
す

る
に
至
ワ
た
か
に
つ
い
て
、
簡
単
な
が
ら
そ
の
経
緯
を
辿
る
己

と
主
す
る
。

満
洲
大
豆
の
商
品
化

大
豆
が
商
品
化
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
と
れ
を
原
料
と
し
て

豆
油
を
搾
る
E
と
が
始
め
ら
れ
て
以
来
で
あ
る
。
支
那
本
部
で

は
明
朝
の
中
期
に
豆
油
を
搾
る
の
法
が
知
ら
れ
て
居
り
、
殊
に

毅
宗
皇
帝
の
崇
積
年
聞
に
出
版
さ
れ
た
「
天
工
開
物
」
に
は
、

煮
取
法
・
春
厩
法
・
歴
搾
法
の
三
一
種
D
製
法
士
で
記
載
さ
れ
て

ゐ
る
.
。
だ
が
首
時
満
洲
で
と
の
と
と
が
行
は
れ
て
ゐ
た
か

E
う

か
は
不
明
で
あ
り
、
通
説
で
は
、
精
洲
在
来
の
泊
坊
は
腕
油
の

製
法
の
み
を
行
び
、
大
豆
を
搾
油
原
料
と
す
る
こ
と
は
未
だ
知

ら
れ
て
ゐ
友
か
っ
た
。
そ
の
初
め
て
大
豆
を
用
ふ
る
に
至
っ
た

の
は
道
光
(
一
一
合
二

i
一
入
宜
O
年
)
白
初
期
銭
円
相
・
長
春
附
近

の
油
坊
D
褒
明
に
か
a
A

る
と
い
ふ
が
、
し
か
し
既
漣
の
如
〈
支

満
洲
大
豆
白
遊
民

那
本
部
で
は
早
〈
上
り
と
の
己
と
が
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
恐
ら
ぐ
明
末
か
清
初
頃
、
移
住
漢
人
に
上
っ
て
豆
油
製

遇
。
技
術
も
偉
へ
ら
れ
た
と
考
へ
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
と
の

と
と
は
明
末
清
初
の
資
料
に
嫁
っ
て
書
か
れ
た
と
偉
へ
ら
れ
る

「
吉
林
省
士
山
」
や
「
黒
龍
江
省
士
山
」
に
既
に
豆
油
に
闘
す
る
記
載

均

が
あ
る
に
よ
っ
て
も
略
々
推
知
し
得
ら
れ
る
と
己
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
営
時
の
油
坊
た
る
も
の
は
未
だ
恐
ら
〈
糧
楼
粂
替
の

極
め
て
小
規
模
在
も
の
で
あ
っ
た
ら
う

E
と
は
想
像
に
難
〈
た

い
と
と
ろ
で
、
従
っ
て
そ
の
需
要
も
地
方
的
友
小
範
聞
に
限
ら

れ
て
ゐ
た
に
相
違
友
い
。
営
時
の
技
術
の
段
階
に
於
て
大
豆
を

原
料
と
し
て
製
し
得
る
も
の
は
、
豆
油
と
豆
粕
に
限
ら
れ
て
居

り
、
豆
油
は
食
料
・
黙
燈
用
・
車
軸
用
と
し
て
用
ひ
ら
れ
、
豆

粕
は
家
畜
の
飼
料
に
供
せ
ら
れ
る
外
、
肥
料
と
し
て
用
ひ
ら
れ

る
が
如
昔
亡
と
は
未
だ
な
か
っ
た
。
と
れ
満
洲
の
農
民
は
肥
料

，
ど
し
て
は
土
糞
を
用
ひ
、
輪
作
の
方
法
に
上
っ
て
地
味
の
窒
素

不
足
を
補
っ
て
ゐ
た
閥
係
上
、
豆
粕
の
如
き
窒
素
肥
料
の
必
要

を
認
め
左
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
満
洲
の
油
坊
が
従
っ
て
ま
た

満
洲
犬
豆
の
栽
培
が
一
居
の
護
展
を
途
ぐ
る
た
め
に
は
、
こ
の

第
五
十
一
巻

第
三
韓

O 
七

七

霊王府車問豆、本草網目別録。
業部臨時産業部j査局、特産車引事情上。

1) 
2) 



荷
捌
大
豆
田
遊
展

豆
油
と
豆
粕
白
雨
方
面
に
封
ず
る
よ
り
庚
汎
左
需
要
の
喚
起
が

必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
て
前
者
に
つ
い
て
は
支
那
本
部
の
旺

盛
左
油
脂
需
要
が
待
つ

τ
ゐ
た
し
、
後
者
に
闘
し
で
は
十
九
世

紀
中
頃
に
矢
張
り
支
那
本
部
で
そ
の
使
用
が
開
始
せ
ら
れ
、
-
弐

い
で
日
本
農
村
が
庚
汎
た
市
揚
と
じ
て
登
揚
し
た
の
で
あ
る
。

満
洲
大
豆
並
に
そ
の
製
品
が
支
那
本
部
へ
向
っ
て
移
出
さ
れ

る
や
う
に
一
な
う
た
の
は
何
時
頃
か
ら
で
あ
ら
う
か
、
も
と
よ
り

劃
然
と
時
期
を
指
摘
す
る
と
と
は
困
難
だ
が
、
大
穂
即
時
百
口
開
搭

(
成
型
二
年
、
聞
記
一
八
六
一
年
)
頃
か
ら
次
第
に
行
は
れ
る
や
う

に
な
っ
た
と
見
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
開
港
と
共
に
英
国
が
先

づ
此
庭
に
領
事
館
主
設
置
し
、
日
・
露
・
米
・
備
等
己
れ
に
績

昔
、
同
治
三
年
(
西
抱
一
八
六
四
年
〉
に
は
海
闘
の
設
立
を
も
見
、

揃
洲
は
初
め
て
世
界
市
揚
と
経
済
的
接
簡
を
潟
す
と
と
L
在
つ

た
。
満
測
の
物
産
は
遼
初
の
水
還
を
利
用
し
て
凡
て
此
底
に
集

り
、
集
っ
た
貨
物
は
海
路
諸
方
に
運
ば
れ
、
笹
口
は
恰
も
今
日

の
大
連
の
如
き
地
位
に
立
っ
た
。
同
泊
五
年
(
酉
和
一
八
六
六
年
}

に
義
泰
徳
・
同
興
宏
の
二
泊
坊
が
設
立
せ
ら
れ
た
の
を
手
始
め

と
し
て
、
吠
第
に
満
洲
最
初
の
泊
坊
中
心
地
が
形
成
さ
れ
て
い

俸
五
十
一
巻

三
七
回

第一一一説

O 
F、

っ
た
。
し
か
し
己
の
こ
と
は
直
ち
に
、
満
洲
犬
豆
が
世
界
市
揚

と
結
び
つ
い
た
と
と
を
意
味
し
左
い
。
そ
の
後
約
三
十
四
・
五

年
の
聞
は
一
豆
油
・
豆
粕
並
比
大
豆
の
仕
向
地
は
主
と
し
て
中
支

南
支
等
支
那
本
部
に
限
ら
れ
て
ゐ
丸
、
所
謂
戎
克
貿
易
が
行
は

れ
で
ゐ
た
忙
過
ぎ
た
い
。
し
か
し
て
そ
の
移
出
最
も
ん
豆
は
一

五
O
寓
ピ
ク
ル
乃
至
三
六

O
寓
ピ
ク
ル
、
一
旦
粕
は
一
一

O
寓
ピ

ク
ル
乃
至
四
六

O
高
ピ
ク
ル
、
豆
油
は
三
寓
ピ
ク
ル
乃
至
一
一
入

寓
ピ
ク
ル
を
上
下
し
て
ゐ
る
欣
躍
で
あ
っ
た
。
き
れ
ば
満
洲
大

一
旦
の
栽
培
も
さ
じ
て
雄
大
を
期
待
す
る
E
と
は
向
来
な
か
っ
た

わ
け
で
あ
る
が
、
や
が
て
起
っ
た
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
日

本
市
揚
が
開
拓
さ
れ
、
突
い
で
日
露
戦
後
に
至
っ
て
欧
訓
向
輪

同
が
開
始
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
落
に
初
め
て
間
際
商
品
化
白

完
成
を
見
、
需
要
の
激
増
は
大
豆
栽
培
を
刺
戟
し
、
大
豆
が
満

洲
農
産
物
中
の
王
座
に
君
臨
す
る
と
共
に
満
洲
農
業
は
世
界
粧

済
の
一
環
と
し
て
、
景
気
費
動
の
波
動
の
ま
に
/
¥
諜
ふ
己
と

を
飴
儀
一
夜
〈
さ
れ
る
や
う
に
た
っ
た
。

浦
訓
大
豆
の
闘
際
商
品
化

3) lk 5) The Ba_~k of Cho5cn， Economic H時toryof Manchuria:.， p. 216 
4) 満錨調査課、満開fに於ける抽崎業、 66頁。
6) The Bank of Chosen， of cit.， p. 218， 219. 



油
坊
が
犬
一
旦
搾
油
を
始
め
た
営
初
は
、
豆
油
を
得
る
が
目
的

で
、
豆
粕
は
副
産
物
と
し
て
僅
か
に
家
蓄
の
飼
料
に
供
せ
ら
れ

る
に
遁
曾
友
か
っ
た

O
で
、
工
場
数
白
増
加
と
共
に
豆
粕
の
生

産
過
剰
を
来
し
、
突
第
に
モ
の
販
路
の
撰
張
が
必
要
と
な
り
、

先
づ
そ
の
需
要
主
中
南
支
に
於
て
見
出
し
た
と
と
は
既
漣
の
如

〈
で
あ
る
。
然
る
に
日
清
戦
後
に
至
っ
て
日
本
が
有
力
友
需
要

地
と
し
て
出
現
し
た
。
帥
ち
戦
後
横
誼
在
住
の
支
那
商
入
が
豆

粕
の
掛
日
輸
出
を
始
め
、
弐
い
で
三
井
洋
行
も
E
れ
に
指
を
染

め
た
。
営
初
日
本
に
於
て
ば
、
一
旦
粕
の
肥
料
と
し
て
の
債
値
に

つ
い
て
議
論
が
あ
り
、
農
家
も
亦
E
れ
が
使
用
に
習
熟
し
左
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
次
第
に
そ
の
穀
用
が
認
め
ら
れ
、
輸
出
も
漸

突
好
況
を
呈
し
、
還
に
は
日
本
農
業
を
し
て
従
来
の
魚
粕
肥
料

主
り
豆
粕
肥
料
へ
の
聯
換
を
行
は
し
め
た
と
と
、
周
知
O
如
〈

で
あ
る
。
営
時
日
本
に
於
て
は
満
洲
一
E
粕
の
と
み
」
を
『
午
斑
粕
』

と
か
『
銭
嶺
粕
』
と
か
呼
ん
だ
も
の
で
、
営
時
の
油
坊
中
心
地

乃
至
集
散
地
の
一
斑
を
推
想
ず
る
に
足
る
も
の
が
あ
る
が
、
殊

に
皆
口
に
於
け
る
日
清
戦
後
の
油
坊
業
は
目
売
し
き
活
況
を
呈

し
、
そ
の
数
五
一
十
に
徐
り
、
明
治
二
十
九
年
(
光
緒
二
十
二
年
、

満
洲
大
豆
自
費
展

酉
記
一
凡
九
六
年
)
英
商
太
古
洋
行
が
原
料
。
毘
砕
に
蒸
気
機
関

を
利
用
す
る
所
謂
半
機
器
油
坊
を
設
立
じ
た
の
を
手
初
め
と
し

て、

E
れ
に
倣
ふ
も
の
積
出
し
た
叫
己
の
種
の
工
場
ば
未
だ
マ

孟
ュ
フ
ァ
ク
チ
ユ
ァ
ー
の
域
を
脆
せ
中
、
勿
論
近
代
的
工
場
工

業
の
形
態
を
執
る
も
白
で
は
な
い
が
、
し
か
も
部
分
的
で
は
あ

れ
動
力
機
械
を
採
用
せ
し
一
事
に
上
っ
て
も
、
首
時
皆
口
油
坊

の
活
況
を
想
見
す
る
に
は
充
分
で
あ
ら
う
。
然
る
に
日
銭
戦
後

日
本
が
南
浦
洲
畿
道
を
経
皆
し
大
連
を
以
一
っ
て
そ
の
根
操
地
と

足
す
に
及
ぴ
、
替
口
の
繁
柴
は
弐
第
に
大
連
に
奪
は
れ
た
。
と

共
に
、
己
の
頃
よ
り
し
て
満
洲
大
豆
の
欧
州
向
輸
出
が
始
り
、

愈
々
木
格
的
危
闘
際
商
品
化
す
る
と
と
h
た
る
。

欧
訓
人
が
東
洋
の
犬
豆
を
知
っ
た
り
は
三
世
紀
も
前
か
ら
で

あ
る
。
邸
ち
一
七
三
九
年
に
支
郊
の
大
豆
が
宣
教
師
白
千
に
上

っ
て
巴
里
植
物
闘
に
栽
植
さ
れ
た
の
が
恐
ら
〈
そ
の
最
初
で
あ

り
、
降
っ
て
一
八
七
三
年
の
填
園
維
申
府
高
園
博
覧
舎
に
日
本

及
支
那
よ
り
犬
豆
が
向
品
さ
れ
た
。

E
れ
が
同
園
の
事
者
ハ

1

ベ
ル
ラ
シ

v
q
g戸
田

E
Z
E
E
)
の
研
究
を
促
し
、

一
般
専
門

家
も
亦
闘
心
を
寄
す
る
己
と
L
た
っ
た
。
し
か
し
未
だ
商
品
と

第
五
十
一
巻

占
豆王

O 
九

第
三
続

前掲、満洲に於ける抽劫業、 66買、及r1'満蒙政治経済提要、 233・;L34買。



満
洲
大
豆
町
田
賞
展

し
て
の
慣
値
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
友
い
d

そ
の
初
め
て
商

品
と
し
亡
の
需
要
が
生
じ
た
の
は
、
今
世
紀
の
初
頭
以
来
で
あ

一
九

O
八
年

る
。
と
の
聞
の
経
緯
に
闘
す
る
従
来
の
通
設
は
、

(
明
泊
四
十
一
年
、
光
緒
一
一
一
十
四
年
)
に
三
井
物
産
合
枇
が
、
績
い
て

翌
年
露
間
亜
商
人
ナ
タ
ン
ソ
ン
在
る
者
が
、
そ
れ
品
¥
満
洲
産

の
大
豆
主
欧
洲
市
場
に
紹
介
し
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
濫
鯵
だ

と
溺
し
て
居
る
叫
ナ
タ
ン
ソ
Y

に
上
る
欧
洲
市
揚
へ
の
紹
介
の

事
情
は
明
か
で
た
い
が
、
三
井
物
産
曾
祉
に
閲
し
て
は
、

O
八
年
の
五
月
に
同
枇
が
リ
パ
プ

1
ん
の
製
油
業
者
に
向
っ
て

満
洲
犬
豆
一

O
O噸
E
送
り
、
豆
油
・
豆
粕
の
試
製
主
燥
さ
し

め
た
と
と
る
、
豆
粕
は
家
畜
飼
料
と
し
て
、
一
旦
油
は
石
鹸
原
料

と
し
て
閥
る
好
評
を
博
し
た
の
で
、
三
井
物
産
台
一
位
は
同
年
末

更
に
一
高
噸
の
輸
出
を
潟
し
た
と
い
は
れ
て
居
る
。

然
る
に
最
近
盟
旧
道
夫
氏
に
よ
っ
て
紹
介
せ
ら
れ
た
新
資
料

に
よ
れ
民
、

欧
洲
市
揚
へ
の
最
初
白
紹
介
者
は
、

ぎ』
]
7
5
2

問
。
品
。
【
毛
白
一
色
で
あ
り
、
同
人
は
夙
に
一
八
九
三
午
の

頃
よ
り
、
満
洲
犬
一
旦
の
妓
用
に
藩
眼
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
後
十

調
逸
商
人

五
年
を
経
た
る
一
丸
。
七
年
比
至
っ
て
初
め
て
試
験
的
に
数
噸

第
五
十
一
審

七
六

第

競

O 

の
大
一
旦
を
註
文
し
、
翌
年
英
園
リ
パ
プ
ー
ル
の
出
回
『
]
可
砕

F
E

合
祉
に
無
料
で
と
れ
を
使
用
せ
し
め
て
見
た
。
と
と
ろ
が
同
年

六
月
出
回

t
g一
は
混
同
飼
料
粕
の
製
油
に
成
坊
し
た
の
で
、
同
氏

は
早
速
露
支
銀
行
と
一

O
高
金
砂
の
ク
レ
ヂ
ッ
ト
を
設
定
し
、

恰
繭
演
よ
り
目
晶
初
一
、
二

O
O噸
、
突
い
で
ま
た
二
、

0
0
0

噸
の
犬
一
一
B
E
取
寄
せ
る
と
と
と
し
、
同
年

t
一
月
及
び
十
三
月

D
-
一
同
に
渡
っ
て
浦
櫛
港
よ
り
積
出
し
た
。
最
初
の
舶
は
笠
年

丸

に
到
若
し
、

リ
パ
プ
ー
ん
な
る

一
月
十
四
日

kr〈。ロ
E
。
E
r

]
m
E
2
出回

5
河
骨
ぜ
一
ロ
ω

に
頁
渡
さ
れ
た
と
い
ふ
。

と
こ
ろ
で
、

E

h
に
問
題
と
な
る
O
は
、
己
れ
と
前
一
司
三
井

物
産
舎
枇
と
の
閥
係
で
あ
る
。
雨
者
共
に
一
九
O
八
年
白
初
め

に
リ
バ
プ
ー
ル
の
油
坊
業
者
に
向
っ
て
満
洲
大
豆
を
試
験
的
に

供
給
し
て
居
り
、
そ
の
成
績
良
好
左
り
し
と
E
ろ
か
ら
同
年
末

更
に
多
量
の
買
付
を
矯
し
た
と
い
ふ
賄
も
共
通
で
あ
る
。
爾
者

の
聞
に
何
等
か
の
閥
係
が
伏
在
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考

へ
ら
れ
ぬ
筒
も
な
い
で
は
な
い
が
、
確
か
な
資
料
を
依
ぐ
を
以

っ
て
今
は
推
論
を
急
ぐ
れ
げ
に
は
ゆ
か
む
。
後
考
を
侠
つ
次
第

で
あ
る
。

三筒功、大立の栽培(満錨農務課縮、産業費料其20)臼頁。
天野元之曲、満州担糟旧費建(満描組搾調査官)II頁。
前掲、満洲に於けi5油坊業、 620頁。
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さ
る
に
て
も
、
前
の
堕
田
氏
の
紹
介
さ
れ
た
新
資
料
に
は
、

同
日

r
z
ρ
E
の
註
文
品
以
外
に
、
そ
れ
が
到
着
し
て
か
ら
一
ケ

月
後
部
一
九

O
九
年
二
月
に
ハ
ル
(
周
回
]
】
)
に
於
て
も
糊
洲
犬
豆

が
新
し
き
油
脂
ヱ
業
白
原
料
と
し
て
輸
入
苫
れ
た
こ
と
が
誌
さ

(

設

)

〆

句

れ
て
居
る
し
、
ま
た
本
多
兵
一
氏
自
談
に
よ
れ
ぽ
、
翌
一
丸
一

。
年
(
朋
措
四
十
一
一
一
年
)
秋
に
英
商
ザ
ミ
ユ
ル
が
突
如
来
湖
し
て

大
規
模
の
欧
洲
輸
出
を
計
費
し
た
由
で
あ
る
か
ら
、
兎
に
角
己

。
頃
に
至
っ
て
満
洲
大
一
足
が
欧
羅
巴
、
殊
に
英
図
的
油
坊
業
者

白
注
目
を
惹
く
に
一
全
り
、
新
に
世
界
的
商
品
と
し
て
の
本
舞
蓋

に
登
揚
し
来
っ
た
有
様
が
佑
御
さ
れ
る
。
時
恰
も
英
闘
に
於
て

は
、
従
来
の
製
油
原
料
た
る
棉
賞
、
亜
麻
仁
の
供
給
が
、
印
度
及

ぴ
域
及
の
不
作
の
た
め
、
不
足
を
来
し
て
ゐ
た
の
で
、

E
れ
が

代
用
品
の
需
要
を
喚
起
し
、
を
と
に
満
洲
大
豆
が
乗
り
込
ん
で

来
た

b
け
で
あ
る
。

註

吋
戸
何
回

E
H
n
o
m
円

F
E
Z
-
開

E
回。
EMO
民間向。弓

oh
冨
E
O
Y
E
Z

に
引
用
せ
る
由
。
吉
田
。
自
主
冨
目
。

E
E
u
官
E
Z宮仏
V
W
F
O

∞Z【

Z
Z
S
H
d同
げ
司
自

ZHO
ロ"。町内
F
n
H
n
u旬。

a。E
言
。
喝
の
E
E
F
O

P
口
町
内
。
ヨ
聞
に
よ
れ
ぼ
、
三
井
物
産
に
よ
る
五
、
二
O
O
噸
白
大
豆

は
一
九
O
九
年
三
周
に
ー
と
れ
も
同
じ
〈
ハ
ル
(
国
E
C
に
到
着

荷
捌
大
豆
白
費
展

し
て
居
る
。
盟
国
民
自
費
料
に
あ
る
ρ

ル
入
港
の
大
豆
は
或
は
こ

れ
を
指
す
白
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
一
は
二
月
で
あ

り
、
他
は
三
月
で
島
る
。
同
者
自
聞
に
一
ヶ
月
の
差
異
が
あ
る
の

で
、
建
断
は
許
き
れ
な
い
。

か
〈
て
芙
固
に
上
っ
て
始
め
ら
れ
た
浦
洲
犬
豆
の
使
用
は
、

失
い
で
丁
抹
・
瑞
典
・
加
奈
陀
等
に
も
そ
の
販
路
を
見
出
し
た

が
、
就
中
注
目
す
べ
き
は
濁
詣
で
あ
る
。
調
逸
は
一
九
一

O
年

既
に
四
寓
三
千
噸
の
轍
入
を
行
ひ
J

早
〈
も
満
洲
犬
豆
白
顧
客

、
と
し
て
の
相
貌
を
現
し
た
。
た
が
ロ
ン
ド
ン
に
満
洲
大
豆
が
初

め
て
現
れ
て
か
ら
七
年
目
に
第
一
次
欧
洲
大
戦
が
始
っ
た
。
犬

戦
開
始
の
午
(
一
九
一
四
年
ご
ニ

I
寓
五
千
米
噸
に
上
っ
た
針
欧

大
豆
輸
出
ば
一
九
一
七
年
に
は
皆
無
と
な
っ
た
。

E
れ
は
湘
洲

に
と
っ
て
は
大
普
及
打
撃
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
岡
、
北
米

合
衆
闘
行
豆
油
が
激
増
し
て
、
同
じ
期
間
に
約
二
倍
宇
に
飛
躍

し
た
。
加
ム
る
に
日
本
向
。
一
豆
粕
が
己
の
頃
か
ら
著
し
〈
増
加

L
て
き
た
白
で
、
犬
戦
開
始
の
初
期
広
於
て
と
そ
w

輸
出
系
統

の
混
飢
の
た
め
に
多
少
の
打
撃
を
蒙
っ
た
と
は
い
ふ
も
の
h

、

結
局
に
於
て
満
洲
犬
豆
の
第
一
夫
欧
洲
夫
戟
に
よ
る
影
響
は
殆

ん
ど
無
か
っ
た
と
い
は
ね
ば
な
ら
む
。
米
岡
向
豆
油
白
輪
出
が

第
五
十
一
巻

=
一
七
七

第一一一説

本多具 、特産昇の岡商(満洲特産月報、第4容由競)
前掲、精洲に於ける抽坊業、 '77頁。
前掲、園田遭夫氏論文。
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稿
欄
大
豆
白
琵
展

激
増
し
た
の
は
米
国
の
手
を
通
じ
て
油
脂
が
聯
合
図
側
に
供
給

さ
れ
た
が
た
め
で
、
従
っ
て
聯
合
岡
側
は
大
し
て
油
脂
依
乏

に
苦
む
己
と
が
た
か
っ
た
が
・
相
抑
趨
は
列
園
の
経
済
封
鎖
に
遭

ひ
、
泊
脂
供
給
の
塗
を
断
た
れ
て
非
常
に
苦
ん
だ
。
し
か
し
大

戦
の
搭
撲
を
恢
復
し
た
昭
和
初
年
頃
よ
り
し
て
濁
渇
油
坊
業
の

復
活
は
凄
じ
き
も
の
が
あ
り
、
大
豆
白
加
工
・
利
用
方
面
の
研

究
の
進
む
と
共
に
、
満
洲
犬
一
E
K
劃
す
る
需
要
は
逐
年
激
増
に

次
ぐ
に
激
培
主
以
つ
で
し
た
。

一
九
二
七
年
(
昭
和
二
年
)
土
り

一
九
三
三
年
(
同
八
年
)
に
至
る
七
ヶ
年
の
聞
に
轍
入
量
は
倍
加

し
、
三
三
年
度
に
於
て
は
世
界
市
揚
向
線
輪
出
。
五
割
三
分
、

欧
洲
市
揚
向
総
出
の
七
割
六
分
の
多
き
を
占
む
る
に
至
っ
た
。

原
料
大
豆
白
銅
濁
輸
出
激
増
と
共
に
豆
油
及
び
豆
粕
の
轍
出

も
亦
増
加
し
た
。
即
ち
従
来
さ
し
て
盛
大
で
な
か
っ
た
欧
洲
向

豆
油
輸
出
も
一
九
二
九
年
(
昭
和
四
年
}
に
は
殆
ん

E
針
支
輸
出

額
に
匹
敵
す
る

E
と
と
な
り
、
一
一
旦
粕
の
日
本
並
に
支
那
本
部
に

封
ず
る
輸
出
も
大
慣
漸
増
の
傾
向
を
辿
っ
た
。

'm
〈
で
大
豆
・

豆
油
・
豆
粕
と
も
に
世
界
大
戦
後
の
ヤ
年
聞
に
於
て
そ
の
貿
易

額
は
著
増
し
、
三
者
を
合
す
る
と
き
は
、
-
九
一
一
一
一
年
(
昭
和
六

第
五
十
一
巻

三
七
人

俸一一一規

年

に
於
け
る
金
浦
輪
出
綿
額
の
四
割
三
分
に
達
し
て
ゐ
る
。

以
上
に
上
っ
て
我
々
は
粗
雑
左
が
ら
満
洲
犬
豆
及
び
そ
り
加

工
品
が
如
何
に
し
て
閲
際
商
品
化
し
、
外
国
需
要
が
如
何
た
る

具
合
に
動
い
て
い
っ
た
か
に
就
い
て
遁
ペ
た
。

一
度
ぴ
閲
際
商

口
同
化
し
た
以
上
、
満
洲
大
豆
D
生
産
も
亦
世
界
需
要
。
消
長
と

そ
の
振
幅
を
共
に
し
・
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
は
ー
笛
然
で
あ
る
。

事
寅
満
洲
大
豆
の
生
産
は
、
と
れ
を
作
付
段
別
に
就
い
て
見
て

も
、
は
た
ま
た
牧
穫
高
に
つ
い
て
見
る
も
、

一
九
三

0
・
一
九

三
一
年
〈
昭
和
五
・
六
年
)
ま
で
は
、
大
植
に
於
亡
増
加
の
一
路

度
の
指
数
ノ、

入
よ
り

九

。
年
に
』主

九

と

飛一
躍九
し…一、一。
他年

を
辿
っ
た
。
先
づ
作
付
反
別
に
就
い
て
い
へ
ば
、

作
物
と
の
作
付
歩
合
も
、
同
じ
期
聞
に
一
一
割
三
分
よ
り
三
割
へ

と
増
加
仏
、
牧
穫
高
に
於
て
は
矢
張
り
同
時
賠
に
五
二
の
指
数

主
り
一
五
四
と
上
り
、
如
何
に
護
展
白
目
覚

L
き
も
D
が
あ
っ

た
か
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て
満
洲
大
豆
の
産
額
は
、

に 世 二
上界八
つ産|
7<:....額-

C山の九
七三
割三
六 年
歩卒
、均

支に
那 於
をて
合、

t.r支
れ 那
t主主
三除
寄lタト
九す
歩 れ
のr.r
多、

き全 九

楠酬f韓関年報、 1935年版、，63頁ふ
前調、楠酬に於ける抽坊業、 6'4、6'5頁。
鈴木小兵衛、満洲の農業機構、 Z師、，89頁。
向上、，86頁。 '4) 同上、 190，19:1買。
International Institute of Agriculture; lnternational yearbook of agricultural 
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然
る
に
一
九
三

0
・
一
九
三
一
年
(
昭
和
王
・
六
年
)

の
+
党
を

頂
賄
と
し
て
雨
後
は
停
滞
、

に
至
っ
た
。
そ
れ
に
は
種
々
の
原
閃
が
あ
ら
う
が
、
党
づ
皐
げ

い
や
漸
衰
の
兆
候
を
さ
へ
示
す

ち
る
べ
き
は

一
九
二
九
年
(
昭
和
四
年
)
末
に
始
っ
た
世
界
経

済
恐
慌
で
あ
る
。
だ
が
銀
塊
相
揚
の
暴
落
は
暫
〈
満
洲
大
豆
を

と
の
恐
慌
の
惨
耐
よ
り
護
る
防
波
堤
た
る
の
役
割
を
務
め
た
た

め

一
九
=
二
年
(
昭
和
六
年
)
ま
で
は
そ
の
影
響
よ
り
免
れ
る

己
と
が
出
来
た
。
時
に
突
如
と
し
て
満
洲
事
竣
が
勃
渡
し
、
全

浦
君
混
乱
の
渦
中
に
包
ん
だ
。
翌
年
(
昭
和
七
年
・
大
岡
元
年
〉
に

は
松
花
江
の
沿
慌
に
碁
〈
北
満
の
犬
凶
作
が
趨
り
、

九

四

年
〔
昭
和
九
年
・
成
徳
元
年
)
に
は
全
満
を
製
ム
大
規
模
の
凶
作
が

あ
り
、
東
渦
地
方
の
被
害
は
殊
に
大
で
あ
っ
た
。
か
k

る
自
然

的
災
申
刊
の
襲
来
と
世
界
恐
慌
の
波
動
'r一
が
荒
墨
L
、
加
ふ
る
に

閲
内
擾
飢
に
恭
〈
匪
賊
の
跳
梁
す
る
あ
り
て
、
満
洲
大
豆
囚
耕

作
が
板
皮
に
萎
縮
せ
ざ
る
を
得
左
か
っ
た
の
は
、
査
し
巳
む
を

得
左
い
い
で
あ
ら
う
。

時
恰
も
相
側
渇
は
ナ
チ
ス
耕
桝
の
統
制
政
策
に
土
っ
て
犬
豆
の

轍
入
を
抑
制
し
始
め
、
支
那
は
一
九
三
二
年
(
昭
和
七
年
)
満
州

満
洲
大
立
の
遊
民

闘
に
劃
し
て
報
復
的
高
率
閲
税
を
賦
課
し
、
矯
め
に
中
南
支
向

の
輸
出
は
激
減
し
た
。
剰
八
一
旦
粕
の
最
大
顧
客
た
る
日
本
に
於

て
は
、
競
争
窒
素
肥
料
た
る
硫
安
の
進
向
に
伴
ム
打
瞳
の
外

農
村
恐
慌
の
謝
策
と
し
て
金
肥
よ
り
自
給
肥
へ
り
鞠
換
が
叫
ぴ

出
さ
れ
た
。
揚
て
て
加
へ
て
ア
メ
リ
カ
大
豆
の
急
激
な
る
接
到

の
あ
る
あ
り
て
、
と
の
と
と
ろ
悲
観
的
材
料
の
み
集
積
し
、
さ

し
も
大
戦
後
十
年
閉
そ
の
黄
金
時
代
を
誇
う
た
満
州
大
一
旦
も
、

今
や
何
底
を
兄
て
も
、
羽
開
の
詮
友
吉
窮
境
に
遁
込
め
ら
れ
た

か
に
見
え
た
。
『
立
を
大
速
に
出
す
よ
り
も
、
石
裁
に
沼
ぜ
て
焚

い
た
方
が
得
だ
』
と
い
は
れ
た
の
は
恰
も
己
の
頃
で
あ
る
。

四

満
洲
建
問
左
大
立
政
策

王
道
梁
土
を
目
指
す
湘
淵
闘
は
か
ミ
る
際
に
孤
々
の
轄
を
事

げ
た
。
建
閥
一
周
年
を
期
し
て
護
動
せ
ら
れ
た
満
洲
岡
経
済
建

設
要
綱
は
順
天
安
民
の
犬
姉
を
高
く
掲
げ
、
『
我
閥
民
経
済
は
農

平慌を
羅の以
舎臆て
の念共
組策根
織と幹
にしと
上てす

'-る

資義と
金倉宜
の制言
貸度し
付唱のた
" i主。

及 m し
ぴにか
特よし
蔭 z て
長穀先
同物づ
版貸農
質五十1業
合三と恐

第
五
十
一
巻

七
九
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揃
捌
大
豆
の
賞
展

の
設
置
に
よ
る
中
間
商
業
資
本
搾
取
の
排
除
等
が
試
み
ら
れ
J

更
に
恒
久
的
封
策
と
し
て
は
、
金
融
合
作
祉
の
設
世
忙
よ
っ
て

農
村
令
一
酬
の
合
開
化

E
Mる
と
共
に
、
作
物
の
牌
換
が
提
唱
さ

れ
る
と
と
と
な
っ
た
U

作
物
の
械
情
世
主
は
た
豆
作
を
抑
へ
‘
棉

花
・
小
姿
・
肺
・
甜
架
・
煙
草
等
の
特
別
作
物
を
奨
励
せ
ん
と

す
る
も
の
で
、
蓋
し
一
方
K
於
て
大
一
一
干
の
岡
際
商
品
性
が
驚
ら

す
と
乙
ろ
の
湖
洲
粧
怖
の
他
律
性
を
除
去

L
、
他
方
陀
於
て
は

日
櫛
プ
ロ
ッ
ク
の
自
給
自
足
を
闘
ら
う
と
い
ふ
一
副
二
品
の
意

同
に
出
づ
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
怠
闘
は
次
い
で
一
九
三
七
年

(
昭
和
十
三
年
・
康
徳
川
年
)

上
り
務
手
せ
ら
れ
た
満
洲
開
稜
五
ケ

年
計
書
に
於
て
更
に
鮮
明
に
摘
会
一
附
さ
れ
た
。
尤
も
と
の
計
書

に
於
て
は
、
岡
民
生
活
安
定
の
見
地
上
り
し
て
高
梁
・
粟
・
一
h
窃

黍
等
-aC
共
忙
、
大
一
豆
白
増
産
も
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
な
い
で
は
な

い
。
だ
が
そ
の
第
一
年
度
。
計
票
作
付
回
積
の
如
昔
は
明
か
に

減
段
が
規
定
せ
ら
れ
て
ゐ
て
、
特
用
作
物
の
た
め
に
大
豆
作
減

少
部
分
が
訓
常
て
ち
れ
た
型
に
た
っ
て
ゐ
も
r

E
れ
は
明
か
に

作
物
締
換
の
意
附
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
産
相
の
附
加
は
作

什
圃
積
の
品
川
川
加
に
上
る
の
で
は
を
く
、
品
種
の
改
良
共
他
に
工

第
五
十
一
巻

三
人

O

第

韓

る
経
替
の
集
約
化
に
よ
っ
て
行
は
ん
と
ナ
る
も
の
で
乱
世
一
』

四

桂
-
康
徳
四
年
に
設
立
さ
れ
た
農
事
告
作
祉
は
農
業
上
の
あ
ら
ゆ
る

指
導
L
C

農
家
経
博
合
調
化
の
た
め
の
機
閥
た
る
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
そ
白
事
業
白
一
と
し
て
交
易
場
を
設
け
農
産
物
置

引
の
改
善
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
と
れ
は
特
産
共
同
販
賢
官
白
煙
旨

を
遊
民
的
に
鍛
承
せ
る
も
の
と
且
Z
べ
き
で
あ
る
。
し
か
L
て
農

事
合
作
世
は
金
融
合
作
祉
と
の
合
鴨
に
よ
っ
て
更
に
琵
肢
を
維
持

さ
れ
ワ
L

あ
る
と
去
は
周
知
の
如
し
。

宮
ニ
大
立
の
品
積
改
良
に
円

J

い
て
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
は
櫛
餓
骨
祉
の

功
績
で
る
る
。
満
錨
骨
枇
は
大
豆
・
豆
粕
・
豆
抽
に
う
い
で
所
澗

岬
出
合
保
停
制
度
な
る
も
の
を
設
け
そ
の
取
引
J

の
間
滑
を
岡
っ
て

き
た
一
方
に
於
で
、
事
品
質
改
良
に
つ
い
て
も
中
央
試
験
所
・
公

主
樹
農
事
試
験
場
等
に
於
て
二
十
数
年
来
こ
れ
が
餌
究
と
帯
決
に

努
力
し
て
き
た
。
事
艶
以
後
は
満
洲
倒
産
業
部
農
務
司
と
協
力
し

て
そ
の
こ
と
に
常
現
、
康
徳
二
斗
に
至
っ
て
改
良
種
「
賀
費
時
」

の
作
付
は
約
四
百
高
陥
に
蓮
し
た
。

し
か
し
五
ヶ
年
計
費
は
第
一
年
度
主
経
過

ιた
の
み
で
大
修

一
止
を
行
ふ
と
と
を
徐
俄
な
く
さ
れ
た
。
そ
れ
は
一
は
支
那
事
縫

に
よ
っ
て
横
大
さ
れ
た
東
亜
プ
ロ
ッ
ク
の
寅
情
に
邸
賎
し
、
日

漏

を

慨

と

し

τ北
支
を
も
考
感
に
容
れ
た
生
産
力
蹴
充
必
要

の
た
め
で
あ
り
、
他
は
五
ヶ
年
計
喪
立
案
後
に
於
け
る
各
方
面

o
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の
訓
古
賀
探
究
の
逆
行
に
伴
ひ
、
資
源
の
賦
存
欣
況
或
は
物
資
の

需
給
閥
係
等
が
漸
次
明
備
さ
を
加
へ
、
そ
の
結
果
と
し
て
営
初

の
計
撃
に
封
し
改
訂
の
必
要
を
生
じ
た
が
た
め
で
あ
る
。
し
か

し
て
と
れ
を
大
一
旦
に
就
い
て
見
る
に
、
そ
と
に
は
次
の
如
膏
政

策
上
の
礎
化
が
認
め
ら
れ
る
。
師
ち
既
述
の
如
〈
、
五
ヶ
年
計
書

原
案
に
於
て
は
大
一
立
の
増
産
が
単
位
収
量
増
加
を
意
闘
し
た
に

劃
し
修
正
案
で
は
急
速
な
る
増
牧
を
闘
ら
ん
が
た
め
、
作
付
面

積
の
撰
旋
が
必
須
と
さ
れ
た
と
と
で
、
と
れ
に
射
し
満
洲
岡
政

府
は
間
同
震
に
必
要
友
る
資
金
を
農
民
に
貸
興
す
る
と
共
花
、
農

業
持
働
拡
刊
の
補
給
に
つ
い
て
は
入
浦
弁
力
の
制
限
を
緩
和
す
る

己
と
と
し
た
。
か
く
の
如
き
は
常
初
大
一
旦
の
単
一
耕
作
上
り
多

角
耕
作
へ
の
榔
換
を
意
聞
し
た
政
府
の
政
策
と
し
て
は
一
大
礎

化
主
意
味
す
る
も
の
で
、
そ
の
原
凶
は
日
浦
岡
際
牧
支
一
位
。

見
地
よ
り
湖
洲
闘
側
に
負
は
さ
れ
た
輸
出
振
興
に
よ
る
外
貨
獲

得
に
あ
石
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
豆
は
漏
洲
闘
の
謝
第
三

園
輸
出
品
の
え
宗
た
る
聞
係
上
、
輸
出
増
進
E
岡
ら
ん
と
す
れ

ぽ
、
勢
び
大
一
E
輸
出
の
積
紘
的
増
進
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

満
洲
大
互
の
縫
民

大
豆
一
及
び
北
九
加
工
品
が
事
費
後
漸
減
の
傾
向
に
あ
っ
た
と
と

は
既
惑
の
如
〈
で
あ
る
が
、

一
九
三
六
年
(
昭
和
十
一
年
・
康
徳

年

頃
上
り
好
輔
の
兆
が
現
れ
た
。
と
れ
周
年
四
月
締
結
さ

れ
た
浦
湖
貿
易
協
定
の
影
響
や
、
日
本
に
於
げ
る
硫
安
市
債
の

昂
騰
・
農
村
自
給
肥
料
の
減
退
等
に
そ
の
悶
を
求
め
得
ら
れ
よ

う
。
か
〈
て
犬
一
旦
を
中
心
と
す
る
特
産
物
貿
易
は
好
柿
押
し
た
と

は
い
ム
も
の
の
、
未
だ
事
嬰
前
に
は
及
ば
友
い
。
然
る
に
第
三
岡

貿
易
白
振
興
は
焦
周
の
念
に
迫
っ
て
ゐ
る
。
従
来
の
如
き
輸
出

業
者
の
活
動
の
み
に
委
せ
て
、
輸
出
仲
張
を
期
待
す
る
に
は
徐

り
に
事
情
が
切
迫
し
て
き
た
。
犬
一
旦
の
増
産
を
闘
Z
↓
方
に
於

て
、
そ
の
生
産
物
の
合
理
的
配
給
統
制
が
問
題
と
し
て

H
程
に

上
る
の
は
自
然
の
一
致
で
あ
る
。
昨
年
(
康
徳
六
年
)
十
一
月
一
日

を
以
っ
て
創
設
せ
ら
れ
た
満
洲
特
産
専
管
公
枇
は
か
t
A

る
要
求

か
ら
生
れ
た
。
し
か
し
犬
一
旦
は
岡
際
商
品
で
あ
る
。
同
際
事
情

の
鑓
動
に
上
つ
で
需
要
は
勤
務
し
圏
内
工
作
の
み
を
以
っ
て
し

て
は
如
何
に
も
す
べ
か
ら
ざ
る
両
主
持
つ
。
殊
に
第
二
失
欧
洲

戦
争
が
突
穫
し
た
る
今
日
忙
於
て
、
封
相
側
輪
出
が
順
調
に
続
け

ら
れ
得
る
や
否
ゃ
に
就
い
て
は
多
大
の
懸
念
が
な
け
れ
ば
危
ら

第
五
十
一
巻

五
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品

提

報

由
。
己
れ
他
五
に
於
て
そ
の
加
工
に
留
意
せ
ざ
る
を
得
た
い
理
一

由
で
あ
る
o

今
や
犬
豆
化
皐
工
業
曾
祉
は
そ
の
誕
生
の
前
夜
比
一

あ
る
。
大
立
の
用
途
は
最
近
自
然
科
撃
の
進
歩
に
よ
っ
て
著
し
一

〈
増
夫
し
た
。
戦
時
閣
制
下
に
於
け
る
所
謂
代
用
品
時
代
に
於
一

て
、
犬
一
E
の
持
つ
『
魔
法
の
豆
』
と
し
て
の
機
能
は
遺
憾
佐
〈
一

撃
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
犬
豆
化
製
工
業
合
枇
の
設
立
に
一

大
な
る
希
望
が
か
け
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

(
昭
和
一
四
年
十
二
月
末
日
新
京
至
善
路
偲
寓
に
於
で
拙
筆
)

附
言
第
二
次
欧
洲
大
職
白
柑
果
満
洲
大
豆
が
生
産
過
剰
に
苦
し
む
を

あ
ら
う

k
D
一
般
の
理
想
は
、
其
後
円
相
過
に
よ
っ
て
見
事
に
裏
切

ら
れ
た
。
大
豆
町
間
廻
り
は
遅
々
と
し
て
誰
宮
て
職
問
肉
は
属

島
、
岡
内
需
要
に
す
ら
鹿

r得
ざ
る
現
恥
酷
で
あ
る
。
こ
白
原
因
は
奈

過
に
あ
る
か
、
乙
れ
に
つ
い
て
も
論
ず
〈
き
も
の
は
多
々
あ
る
が
、
一

そ
れ
は
き
て
措
き
、
困
民
胸
済
の
見
地
よ
り
見
て
、
現
扶
の
働
に
放
↑

置
す
る
の
不
利
な
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
従
う
て
問
題
の
本
備
は
一

依
掃
と
し
て
本
論
挫
ぷ
あ
が
如
き
挫
り
に
統
つ
で
ゐ
る
と
思
ふ
。
加

之
、
本
摘
の
主
た
る
目
的
は
泊
草
白
繰
越
に
あ
る
白
で
、
其
後
の
極

通
如
何
に
拘
、
b
ず
、
敢
て
梓
に

J
す
る
所
以
で
あ
る
。


